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青函の企業代表として参加しました
に

令和5年6月2日(金)

　当社は「若者の採用に積極的に取り組んでいる企業」として

一般社団法人北海道中小企業家同友会函館支部から財務局

へ紹介をいただき、青函の企業代表としてパネルディスカッ

ションに参加しました。

　当社の奨学金返済支援や入学お祝い金制度、医療保険加

入などの福利厚生制度や健康経営の取組など、従業員と家

族への充実したサポート制度に多くの関心を持っていただき

ました。

 ディスカッションでは「地域にないものではなく、あるもの

に目を向けて魅力を発信することが大事」等、前向きな意見

が多く出ました。

発言する小林管理本部長

　社を代表してパネラーとして参加させて頂き

ました。

　北海道教育大学函館校と青森大学の学生の

声を聞き、学生が地域のことを考えてくれてい

ることが分かり嬉しい気持ちになりました。

会議では若者の多くが都会へ出ていく中でも採

用ができる会社にしていくために、当社が取り

組んでいる3つのことを紹介させて頂きました。

　１．学生とのコミュニケーション機会の増進

　２．福利厚生の充実

　３．健康経営の推進 

　どんな小さなことでも　「自分は恵まれてい

る」「有り難い」　と感じる心の習慣から前向き

な考え方、前向きな行動が生まれます。

　当たり前のことはないのだと日常に感謝する

心の習慣が、特にこれからの時代には必要だと

学生に伝えました。

　今後も函館市と会社の魅力を発信し続けて、

共感してくれる人を採用出来れば嬉しいです。

　会社をつくっていく人、地域をつくっていく人

を採用し育てられる会社にしていきたいです。

　「企業は人なり」 人財あっての会社です。

小林管理本部長の感想

〈テーマ〉
『青函で若者の「幸せな暮らし」を再発見！

～地域から新しい人の流れを生み出そう～

　津軽海峡を挟んだ青函地域の人口減少をテーマにした

「第3回青函みらい会議」が青森で開催されました。

　この会議は東北財務局 青森財務事務所と北海道財務局 

函館財務事務所が開いたもので、青函地域の自治体の職員

や専門家、大学生などおよそ100人が参加。

　また、北海道教育大学函館校と青森大学の学生が学生視

点の意見も述べ、その声を踏まえたディスカッションも開

催しました。NHKや新聞各社など報道関係も数多く集ま

り、注目の会議となりました。

パネルディスカッションのようす（左端が小林管理本部長）パネルディスカッションのようす（左端が小林管理本部長）










